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　　　　　枝幸の生活とコロナの爲眞観測と　（2）
　　　　　　　　　　　荒　木　　健　見
　後藤氏のクロノメ1タ1讃みの練習の如きは，貴に涙ぐましいものがあっ
た．雨の臼も宿舎で練習だ1．
　この練習期間に何枚かの太陽と月とを撮影した．特に2周の露出の間々蓮
置時計をとめて，同一の四ツ切乾板に2個の太陽を撮影しだのは，正しく東
西の方向を知り，部分食の計算に必要なものである・
　　　　　　　　　　7・篇眞撮影のプログラム
　最重要なのは皆既食である．私は時計の監理，竹田先生の命A一一一・下と共に，
宮本氏は引きつづき5秒，10秒，30秒，5秒の露出で4枚撮影する．まだ皆既
中の時間はあるが，どんな故障が起きなV・とも限らないので，4枚に止めた．
これは四ツ切イゾクロ1ム乾板を使ふ．
　各自の時計はクロノメーターと合はせておき’，第一接鯛の豫定の時刻より
2分前からクロノメ1タiをよみ，第一一一接鯛後8枚の部分食の撮影八ツ切
プロセス乾板を使ふ．露出時刻は，はじめ2分おき，やがて4分おき，最後は
8分目ヤ・て，みな2分の倍にしたのは後の計算に便宜のため．
　部分食の乾板は8枚とも暗室で入れかへする．それから二二まで約40分聞
はゆっくりと見物．
　皆甑後は，部分食撮影を，前と同じ順序で進め，太陽が孚月形になった頃
からは撮影間隔を逆に縮め，やがて1分聞つつおv・て復圓までつづけ，約20枚
撮れることになる．三里が激少いので，この間に乾板の入れかへが2同ある
筈．暗室内の作業はすべて私が責任を持つ．
　部分食は撮影時刻が一定してみるから，薄雲がかかっても，豫定の通り行
藩、．1秒も前後してはならない．1／10秒まで必要である．
　クロノメ1タ1は第一接鰯の頃，皆既食の前後は所定の位置で，聲高く讃
む，その他はコロナグラフの部分食のみに必要であるから，第1シヤツタ1
の近いところにおV・てよむ必要はなV・．日食がすめば17時の報時．
　上記のプ・グラムにより，16日午後，17日夜，18日夜観測の練習．18日の
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書聞，日食の時刻に全部的練習を試みたかったが，西の暴風のため，小屋さ
へあけられ・す㌧疫念ながらH、來なかった・
　　　　　　　　　　　　8．日食命日の状況
　17日から天孫豫報が電報で入って來る．これによって，大両天氣は大丈夫
といふことになり，やや安心しだ．19日は朝畠美しく晴れ，風が少し淺って
みる．この風も午後は止むであらうと思ってみたが，おさまらす，やむなく
シ1・スタトの屋根の一部を切り，第1鏡に太陽の光をあてることとする．
小屋内の作業はやや苦しい．
　小歯面は心組に入れて，教師につれられ，近くの野原に集る．校庭附近で
騒いでは槻測の妨げとなるからである．
　観測所を取かこむかなり廣い範園は17Hのし日食警備協議會コの決定によ
り，赤旗を立て，縄を張り，青年團員，面面組員が監硯し，一般村民はその
内に入れない．17日から小丸校内で開かれてるるし日食展覧魯「もこの日の午
後は入揚禁止．新聞杜，村役場の人々のみは近いところにるた・
　いつどんな急用がおきなv・とも限らなv・ので，大工，人夫，電工は呼べば
すぐ來られるところに待機．萬全の策である．
　この日，私達は比較的おちついてみた．お午の食卓では，先づ好晴を醜っ
て，サイダ｝のグラスをあげる．方々の知入から激鋤電報，同僚の観測地か
ら霜露士爵の電報が次々と入る．網走測候所の天心豫報電報は上々である．
好晴はとにかくうれしい．
　早くから爲眞乾板を入れて待つ．日章旗がヒラヒラ風にゆれるのも心地よ
い．今は運を天にまかせて全力をつくすのみ．
　日食のはじまる頃から雲は時々出た．はじめの部分食は試験的の心持で，
柴田氏や本田氏にも手函っていただき，難なくすます．段々室が暗く，そし
て薄氣味悪V・ぼど寒くなる．爲貫乾板で作ったくもり硝子で太陽を見る．
　いよいよ皆既の時刻になり，竹田総監督の振鈴と共に，豫定の作業をとる・
私ははじめ21秒ほど皆既食を見ただけ，それも大盟のことで，プロミネンス
は明す，金星はさすがにわかった．おそろしい程の感に打たれたものである・
その後はどうしてすごしたか畳えてみなV・．
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　野際の撮影がすんで，まだ皆既中，第2斜面鏡交換の命令が潤た・いつも
越したことのない墓の上を越して行ったが，實に夢中であった．皆既中とい
っても室が明るいのにおどろく．李面鏡交換を終へた頃サツと明るくなった・
生光であった．結局，日食を12秒闇見たことになる。たよりないことである・
皆叡iヰrはV・くらカ・曇ったやうに、思お、．　（？）
　皆既食の話は人からもきき，本でもよんだが，實際見なくてはわからない．
何とも形容の出子ない肚槻である・クロノメータ1を受持つた後藤氏は終に
皆既食を見なかった由．誠にお氣の毒である．
　皆鉦後も豫定の行動で部分食を撮影．最後の1枚は復圓後であった．これ
は現像して後わかった．部分食は全部で27枚撮影されたことになる，皆銑後
は本田氏も手甲ってくれた．
　始終緊張して撮影はしたが，果して成功してみるものかどうか，何か不安．
同夜の村の招宴は民國學者と一しょであったが，おちつかなかった・
　　　　　　　　　　　　9。二二乾板現像
　19日夜おそく，柴田班の2枚の乾板現像．大成功！1これなら雲にも妨げ
られなかったのである．コロナの乾板は20日午後，部分食の乾板を大量に現
像した後，特に緊張して現像最初の5秒と30秒との露出乾板は像がすれて
みて失敗，他の5秒と10秒との露出乾板は美事であった．これで大安心．不
備の機械でもこれだけの成績が上った．學界にも村の諸君にも申課がたっと
いふもの。
　　　　　　　　　　10．日食を経多しての戚想
　30秒の露出でも外部のコロナは決して爲らなv・．これはF10Dといふ暗＝い
レンズのためであって，露出はむしろ短時間がよく，1秒，2秒，3秒等はど
うであらうか．10秒かければ太陽に極めて近い部分のコ・ナは，その構造が
わからない程強くあらはれる．プロミネンスがハツキリしないのは乾板の性
質によるものであらうが，短い露出ほど好成績とおもふ．
　外部コロナは明るいレンズに任す，大型のコロナグラフでは短時間の露出
を繰返して，内部コロナの構造とプロミネンスの形の攣化を見るのが良策で
はないであらうか‘t　コロナの張いコントラストを利用するのである，
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　シ1ロスタトは完全なものでありたく，暗箱は金屡を組立ててつくりたい．
その上を，申頓別の東京班のやうに，藁葺にすれば差支ない．うすい板で組
立てたため，光がもれて困った．
　部分食用のシヤツタ1はもっと短時闇のものがほしい．それと同時に，大
きいブイルタ1を使って，レンズを絞りたくない．取枠も数多くほしかつだ．
　経費の都合もあったのであらうが，もっと完杢な設備によったら，もっと
理想に近い結果が得られたのであらうと惜しまれる。
　　　　　　　　　　　lL枝幸村の印象
　北見滑岸で大騒ぎされた日食，各観測地特有の援助を受けたわけであるが，
枝幸は快い観測地であった．決してお祭りさわぎするでなし，全く精紳的に
恵まれたことは，日食に理解深い村民諸君の御蔭と深く感謝する。特に，広
本村長，石川助役，上阪氏，三浦氏，封馬校長等の眞に行きとどいた御力づ
くしや，磯電所の太田氏が全く自分の観測のやうに心配して下さったことに
暗しては，v・くらお禮を言うても言ひたりない．又，松村教論には忙しい學
課の外に多勢のお世話を頂きL北海の母上一1として，永く御恩を記憶してをり
たいとお・もふ．
　私達の心拍が先づ豫期の成果を牧めたのは，全く美しい所りの心によるも
のであって，20日夜，特にお世話賜った7氏を招いて感謝の夕食を共にした
が，話は日食當日のこ，とばかりで，眼頭の熱くなるおもぴをして．1時聞を
たのしくすごしたことであった．
　トドマツの美しい新縫と共に，いつまでも感激を新にすることであらう．
　　　　　　　　　　　　董2．附　　　　　記
　以上は主として私の關係したコロナグラフについて記した．スペクトルの
ことは柴田氏により御報告があるとおもふ．本田氏は黄道光を見たさうであ
る．うれしいことである．
　最後に，一言苦々しいことをいひたいのは，日食のおし迫った頃及び日食
直後に，三管に直接甲西のない諸氏の來訪されたことで，潤れは不愉快を極
めた．外來客は實に精神的の大きい打撃である．日食後はお互に慰め合ひ，
喜び合って，やさしい静かな心持で日を逸りたV・ものである．（7月1日記）
